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１．はじめに  

 コンクリートにおけるひび割れの従来の計測方法と

しては，目視による方法 1)が挙げられる．この方法で

は，代表的なひび割れの幅や長さについてクラックス

ケールなどにより直接的に計測を行うが，竣工後のト

ンネルや橋梁など計測者がコンクリート表面に近づけ

ない場所においては計測を行うことに多大な労力を要

した（図-1参照）．また， 1/10mm 程度の微細なものや不規則な形状のひび割れの計測においては，個人差や

主観が入り計測者ごとに結果に差異が生じるという課題があった．本稿では，トンネル覆工コンクリートのひ

び割れ計測に対する，正射投影画像（以下，オルソ画像という）を利用した画像計測手法の適用事例を示し，

従来の計測手法に対する本計測手法の計測性および計測の精密さに関する優位性を報告する．  

２．計測手法の概要 

 本計測手法による計測のフローを図-2 に示す．まず，①現地で計測するひび割れ（対象物）付近に画像処

理用基準点（座標が既知の基準点）を設置し，対象物と基準点とを視野に入れてデジタルカメラにより撮影す

る．次に，②基準点を元に撮影画像をオルソ画像に変換処理し，画像計測用の座

標をもった画像を作成する．最後に，③パソコン上でひび割れ幅および長さにつ

いて計測を行う．図-3に，本計測手法による計測結果の一例を示す． 

３．本計測手法の優位性の検討 

従来の計測手法に対する本計測手法によるひび割れ計測の計測性および計測

の精密さに関する優位性について以下に示す．なお，画像処理においてはトンネ

ル覆工コンクリートの曲率を考慮している．また，処理後のオルソ画像が 1 ピク

セルあたり最小 0.01mm の尺度となるよう変換処理している． 

(1)計測性 

 本計測手法は，対象物が面（平面あるいは

曲面）であれば，異なる位置での撮影画像を

用いても，同一のオルソ画像が得られる（図

-4参照）． 

異なる位置で撮影した 2 枚の撮影画像を，

それぞれオルソ画像に変換処理した結果を図

-5に示す．図より，異なる位置での撮影画像

を用いても同等のオルソ画像が得られるため，
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図-2 計測フロー 
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図-3 計測結果の一例 

  
図-1 従来のひび割れ計測状況 
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も等しい値が得られて

いる． 

以上のように，本計測

手法では，現地での作業

は撮影のみであるため，

遠隔計測が可能である．

また，任意の位置での撮

影画像において画像計

測が可能であるため，計

測性は高いといえる． 

(2)計測の精密さ 

図-6 に示すひび割れ

に対して，クラックスケ

ールを用いた計測方法

および本計測手法とも，

10 名によりひび割れ幅

の計測を行った．図-7に両計測手法による計測結果のヒス

トグラムを示す．計測されたひび割れ幅

は 0.20～0.35mm までばらついている．

一方，本計測手法を用いて計測した結果

は 10 名とも 0.30mm であった．本計測

手法では，パソコン上において画像計測

によりひび割れ幅を計測するため，画像

の拡大表示やエッジ処理などの画像処

理により詳細にひび割れ幅を計測可能

である（図-6 参照）．このことから，計

測者による計測結果のばらつきがなか

ったものと考えられる． 

以上のように，従来のクラックスケー

ルによる計測に比べ，本計測手法は個人

差もなく，ばらつきの少ない精密な計測が可能であ

った． 

４．おわりに  

 本稿では，オルソ画像を利用した計測手法を用い

ることで，ひび割れ幅および長さの遠隔計測が可能

であることを示した．また，従来のクラックスケー

ルによる計測方法に比べ，ばらつきのない精密な計

測が可能であることを示した． 

今後は，進行しているひび割れについて，本計測

手法によりひび割れの計測管理を行う予定である． 
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図-4 撮影位置とオルソ画像の関係
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図-6 ひび割れ幅計測の一例（画像計測手法） 
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図-7 両計測手法による計測結果のヒストグラム 
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